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目 的

英虞湾は真珠養殖の盛んな海域であるが，英虞湾環境

（特に底質）は悪化の一途をたどっている。その原因の

一つに真珠養殖の影響があると考えられるが，その影響

の程度は不明である。そこでアコヤガイの生理学的知見

を蓄積し，アコヤガイ成長モデルを作成する。そして，

生態系モデルとあわせることでアコヤガイの英虞湾環境

に与える影響を推定する。現在，真珠養殖には交雑貝が

主に使われているが，これらの貝についての生理学的知

見は乏しい。そこで，アコヤガイ成長モデルの開発のた

め，日本，交雑および中国のアコヤガイのアンモニア排

泄量と漁場水温との関係を調べた。

方 法

供試貝は日本貝，交雑貝および中国貝の３系統の３年

貝を用いた。試験に用いたアコヤガイの殻長は，日本貝

が46～75㎜，交雑貝が49～74㎜，中国貝が46～67㎜

であった。測定水温は，13，19，25，28および32℃の

５水温区を設定した。測定は，供試貝を飼育している漁

場（立神地先）の水温が，これら設定水温になった時に

随時行った。測定は，平成15年８月24日から平成15年

12月22日の間に行った。ろ過海水を10r入れた30r水

槽（実験水槽）にアコヤガイ１個体を収容し，アンモニ

ア排泄量測定を行った。各測定水槽は，ウォーターバス

方式で測定水温に調節した。測定中，各実験水槽は通気

し，海水の攪拌を行った。また，測定中の人影によるア

コヤガイへの光刺激を軽減するため，実験室内はできる

限り暗くし，ウォーターバスの周囲はアルミホイルで遮

光した。各水温区で，各系統４個体を測定に用いた。

アンモニア排泄量測定は，供試貝を各実験水槽に収容

し，無給餌下で供試貝収容直後および収容後２，４，

24時間後にそれぞれ実験水槽の海水を100p採水した。

また，対照区として供試貝を収容していない水槽を用意

し，各実験水槽同様に採水した。試水は，あらかじめ

450℃で２時間焼いたグラスファイバーフィルター

（Wha tmanGF/F）でろ過し，TRAACS2000

（BRAN+LUEBBE社）でアンモニア分析を行った。収

容24時間後の採水後は，供試貝の生理状態測定を行っ

た。

アンモニア排泄量の計算は，次のとおり行った。実験

水槽の採水時間（時間）とその時のアンモニア濃度を図

に示した。そして，アンモニア濃度の採水時間に対する

回帰直線の傾きを求めた。この回帰直線の傾きの絶対値

をアコヤガイの見た目のアンモニア排泄係数（ｃ）とし

た。また，対照区についても，実験水槽同様に回帰直線

の傾きを求めた。対照区の回帰直線の傾きを海水中のア

ンモニア濃度増減係数（ｄ）とした。アコヤガイの見た

目のアンモニア排泄係数と海水中のアンモニア濃度増減

係数から次式により，アコヤガイのアンモニア排泄係数

（ｅ）を求めた。

ｅ＝ｃ＋ｄ （1）

そして，ｅを用いて供試貝１個体あたりの１日のアン

モニア排泄量（Ｅ）を次式により求めた。

Ｅ＝ｅ×Ｖ×24hrs. （2）

ここでは，Ｅは供試貝１個体あたりの１日のアンモニ

ア排泄量（μmol/day/ind.），Ｖは水槽内水量（r）を

表す。

さらに，貝肉乾重量１ｇあたりの１日のアンモニア排

泄量（Ｅ’）を次式により求めた。

Ｅ’=Ｅ/WD （3）

ここでは，Ｅ’は貝肉乾重量１ｇあたりの１日のアン

モニア排泄量（μmol/day/g dry），WDは貝肉乾重量

（ｇ）を表す。

また，英虞湾の真珠養殖の現状（持ち貝数，養殖手法

等）を把握するため英虞湾および五カ所湾の真珠養殖業

者を対象に，持ち貝数等に関するアンケート調査を実施

した。

結果および考察

各実験水槽におけるアンモニア濃度の経時変化を図１

に示した。供試貝収容後の経過時間とアンモニア排泄量

は直線的な関係にあり，アコヤガイは常に一定量のアン

モニアを排泄すると考えられた。

漁場の水温変化に伴う各系統アコヤガイの貝肉乾重量
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